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本年度の学生FDプロジェクトは、教育開発・学習支援センターと大学評価室の共催に
より、「法政大学の教育の質保証・質向上に関する学生座談会」という名称で実施しまし
た。学生FDスタッフやピアネット団体の学生スタッフを経験したことがある学生を対象
に募集を行い、全3回開催しました。
第1回・第3回においては大学評価室長の川上忠重教授（理工学部）がファシリテーター

を務め、参加学生は冒頭での内部質保証の解説講義を踏まえ、「教育の質保証」のテーマ
でディスカッションを実施しました。
第2回は前年度に引き続き教育開発・学習支援センターとして、「大学の学習環境」

「大学の物理的施設」「学部を越えた学び支援」「正課外の学び支援」「大学での学びを
より良くする支援」をヒアリング項目にインタビューを実施しました。
各回、所属学部・学年・活動経験の異なる学生が参加し、参加者からは実体験に基づく

多様な意見が出され、教職員にとっても新たな発見や気づきを得る機会となりました。
参加者から寄せられた貴重な意見は、本学におけるFD活動の推進に活かしていきます。

＜実施詳細＞
第1回 2024年  6月22日（土）13:10～16:40  Zoom開催 参加者10名
第2回 2024年11月  8日（金）13:40～14:50  Zoom開催 参加者  8名
第3回 2024年11月30日（土）13:10～16:40  Zoom開催 参加者  7名

2024年度イベント開催報告

第2回「法政大学の教育の質保証・質向上に関する学生座談会」詳細報告

教育開発・学習支援センターでは、FD（Faculty Development）を「“自由と進歩”の建学の精神に基づく教育理念と教育目標を
達成するためになされる、教育および学びの質の向上を目的とした教員・職員・学生による組織的・継続的な取り組み」と定義し、
様々な活動を展開しています。
また、学生FDスタッフは学生・教員・職員の間の架け橋となり、学生の声をきちんと教職員に伝えることを目的に活動しており、

大学教育・学生生活を主体性のあふれる充実したものにしていくための取り組みを行っています。教育開発・学習支援センターでは、
FDスタッフにとどまらず、広く学生からの意見を取り入れるための学生FDプロジェクトを2023年度より実施しています。

【お問い合わせ】 教育開発支援機構 教育開発・学習支援センター
Webサイト：https://www.hoseikyoiku.jp/lf/

本号では、第2回「法政大学の教育の質保証・質向上に関する学生座談会」に焦点を当て、
参加学生８名から出た意見を抜粋してお届けいたします。

本座談会は以下の教員3名が担当し、それぞれ3グループ（A～C）に分かれてインタビューを実施しました。
＜インタビュアー＞
グループA：高橋五月（人間環境学部教授／教育開発・学習支援センター 学習サポートユニットサブリーダー）
グループB：酒井 理（キャリアデザイン学部教授／教育開発・学習支援センター長 兼 学習サポートユニットリーダー）
グループC：秋野喜彦（情報科学部教授／教育開発・学習支援センター 教育サポートユニットリーダー）

■学生から出た意見（抜粋）
（１）大学の学習環境・物理的施設について
・自習に活用できるスペースの一覧や、紹介する動画等があると、特に一年生やキャンパスに慣れない学生にとって良いと思う。
また、各自習スペースについて、発話の可否も一覧化されているとなお良い。

・多摩キャンパスは構内での移動に大変苦労する。特に売店は、急遽何かが必要になった際に遠くて不便を感じる。
・小金井キャンパス全体でWi-Fiが非常に弱い。また、コンセントが豊富にある場所とWi-Fi環境が比例していない。

（２）学部を越えた学び支援について
・他キャンパス学部主催の他学部公開科目をハイフレックス配信することは非常に良い対応だと思う。興味に合わせて履修している。
・全学共通教育プラットフォーム科目の「社会連携フィールドワーク（ベーシック）」を履修し、普段は行かない市ヶ谷キャンパスで
地震の避難体験をした。様々なキャンパスや学年の学生が集まる授業だったため、普段の授業と異なり新鮮で、得るものが多かった。

（３）正課外の学び支援について
・ピアネットでの活動によって、企画書やビジネスメールの書き方、ポスターの作成方法や企画当日の運営方法等、授業では学ぶことの
出来ない今後の人生に役立つ経験ができている。

・正課外活動により他学部生や他キャンパス生と関わることができ、大学生活の視野を広げることができている。

（４）大学での学びをより良くする支援について
・学生による授業改善アンケートは任意回答であり、本当に回答が活用されるアンケートなのか疑問に感じて回答しない人が多いよう
に思う。回答率の向上にはある程度の強制力、もしくは動機付け（回答への入念なフィードバックなど）が必要だと思う。
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